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本
町
の
財
政
は
、
西
海
岸
開
発
や
フ
ィ

ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
整
備
事
業
の
進
ち
ょ
く
に

よ
り
、
固
定
資
産
税
等
の
町
税
収
入
の
伸

び
が
期
待
さ
れ
、
財
政
力
指
数
は
上
昇
傾

向
に
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、「
国

の
財
政
改
革
」
等
に
伴
い
、
地
方
交
付
税

の
見
直
し
等
で
歳
入
歳
出
構
造
が
硬
直
化

し
、
依
然
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
町
民
福
祉

の
充
実
を
図
る
た
め
経
費
全
般
に
つ
い
て

徹
底
し
た
節
減
合
理
化
に
努
め
、「
平
和

行
政
」「
返
還
軍
用
地
跡
地
利
用
」「
産
業

振
興
と
雇
用
の
創
出
」「
健
康
福
祉
」「
住

環
境
の
整
備
」「
教
育
文
化
の
推
進
」
な

ど
の
諸
施
策
を
推
進
す
る
に
当
た
り
効
果

的
、
有
効
的
な
財
源
配
分
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
本
町
の
行
政
需
要
は
極
め
て
活
発

な
た
め
、
一
般
歳
入
だ
け
の
対
応
が
困
難

な
こ
と
か
ら
一
部
経
費
に
つ
い
て
は
、
基

金
を
充
当
し
、
予
算
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

①
地
方
交
付
税

（
３
億
７
千
万
円
）

②
国
庫
支
出
金
は
、
児
童
手
当
負
担
金
・

認
可
保
育
所
運
営
負
担
金
の
増
額

（
９
千
万
円
）

③
町
税
の
内
、
固
定
資
産
税

（
１
億
３
千
６
０
０
万
円
）

④
軽
自
動
車
税

（
２
千
８
０
０
万
円
）

⑤
諸
収
入
は
、
地
域
支
援
事
業
に
対
す
る

沖
縄
県
介
護
広
域
か
ら
の
受
託
事
業
収

入
。

（
２
千
１
０
０
万
円
）

①
町
民
税
の
減
は
、
高
額
納
税
法
人
の
転

出
に
よ
る
も
の
。
（
２
千
４
０
０
万
円
）

②
普
通
自
動
車
取
得
交
付
金

（
２
６
８
万
３
千
円
）

③
入
湯
税
は
、
前
年
課
税
標
準
見
込
数
。

（
４
０
０
万
円
）

④
繰
入
金
は
、
財
政
基
金
か
ら
の
繰
入
金

の
減
少
。

（
９
千
１
８
０
万
円
）

⑤
町
債
は
、
起
債
残
高
の
減
少
に
よ
る
も

の
。

（
１
７
０
万
円
）

歳入予算 

町民一人当たりに 

換算すると・・・ 

入ってくるお金（歳入） 

　369,800円 

自主財源 

　180,000円 
依存財源 

　189,800円 

地方消費税交付金 
2億2千719万5千円 2.3%

分担金及び負担金 
1億2千747万9千円 1.3%

国有提供施設等所在 
市町村助成交付金 
3億5千228万5千円 3.5%

施設等所在市町村調整交付金 
5億5千412万9千円 5.5%

地方交付税 
18億3千320万8千円 
18.3%

繰越金 1億円 1%

諸収入 
1億152万9千円 1%

その他 1千円 0.1%

繰入金 
8億4千453万4千円 8.4%

財産収入 
2億2千938万1千円 2.3%

使用料及び手数料 
1億7千471万千円 1.7%

国庫支出金 
11億9千951万3千円 
11.9%

県支出金 
5億2千531万4千円 5.2%

その他交付金 
1億4千2万3千円 1.4%

町債 
2億9千270万円 2.9%

町税 
33億1千33万4千円 33%

その他 
2千766万5千円 0.3%

依 存 
財 
源 
51.3％ 

48.7％ 

自 
主 
財 
源 

歳入総額 
100億4千万円 

一般会計予算総額  一般会計予算総額  
100億4千万円（対前年度比6.5％、6億1,500万円増） 

　本年度一般会計予算は、3月定例議会において提案され、各常任委員会に付託・審
議された後、審査の経過報告が行われ採決の結果、全会一致で原案可決された。 

歳
入
予
算
増
減
の
ポ
イ
ン
ト

◇
増
加
（

）
は
対
前
年
度
比
較

◇
減
少
（

）
は
対
前
年
度
比
較
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①
総
務
費
・
往
民
情
報
系
シ
ス
テ
ム
導
入

等

（
２
千
６
０
０
万
円
）

②
民
生
費
・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

負
担
金
等

（
３
億
６
千
８
０
０
万
円
）

③
妊
婦
検
診
助
成
（
２
回→

５
回
に
拡
充
）

（
６
６
０
万
円
）

④
乳
幼
児
医
療
費
助
成
対
象
年
齢
拡
大

６
歳
就
学
前
ま
で

（
５
２
０
万
円
）

⑤
土
木
費
・
桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理
事

業
・
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
等
事
業

（
１
億
７
千
６
０
０
万
円
）

町
営
砂
辺
住
宅
基
本
設
計
（
５
０
０
万
円
）

⑥
商
工
費
・
浜
川
漁
港
荷
捌
所
改
築
補

助
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
整
備
事
業

（
１
億
１
千
７
０
０
万
円
）

⑦
学
校
建
設
費
・
桑
江
中
学
校
屋
外
運
動

場
整
備

（
８
千
７
６
５
万
円
）

⑧
教
育
費
・
特
別
支
援
教
育
ヘ
ル
パ
ー
派

遺
事
業
・
心
の
教
室
相
談
事
業

（
１
千
８
０
万
円
）

⑨
社
会
教
育
費
・
美
浜
学
習
等
供
用
施
設

整
備
事
業

（
１
億
９
千
万
円
）

伊
礼
原
Ｂ
遺
跡
他
発
掘
調
査
（
５
２
５

万
円
）
・
全
国
高
校
総
体
（
４
５
０
万

円
）

⑩
消
防
費
・
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
整

備

（
１
千
４
９
０
万
円
）

①
公
債
費
・
町
債
発
行
抑
制
に
よ
る
残
高

減

（
６
千
４
０
０
万
円
）

②
諸
支
出
金
・
博
物
館
建
設
基
金

（
７
千
１
０
０
万
）

自
主
財
源
・
・
町
が
自
主
的
に
収
納
す
る

こ
と
が
で
き
る
財
源
で
財
産
収
入
・
町

税
な
ど
。

依
存
財
源
・
・
国
や
県
か
ら
割
り
当
て
ら

れ
る
補
助
金
や
交
付
金
。

地
方
交
付
税
・
・
す
べ
て
の
地
方
団
体
が

一
定
水
準
の
行
政
を
維
持
す
る
た
め
に

必
要
な
額
を
補
償
す
る
財
源
で
、
財
源

不
足
が
生
じ
る
地
方
公
共
団
体
に
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
。

国
庫
・
県
支
出
金
・
・
事
業
な
ど
の
特
定

目
的
の
財
源
と
し
て
、
国
や
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
。

国
有
提
供
施
設
等
所
在
市
町
村
助
成
交
付

金
・
・
国
有
資
産
・
施
設
等
が
所
在
す
る

市
町
村
に
固
定
資
産
税
の
代
替
え
財
源

と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
一
般
に

「
基
地
交
付
金
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

施
設
等
所
在
市
町
村
調
整
交
付
金

米
軍
資
産
・
施
設
等
が
所
在
す
る
市
町

村
の
財
政
補
給
的
な
性
格
の
交
付
金
。

扶
助
費
・
・
医
療
費
や
生
活
扶
助
等
で
支

出
さ
れ
る
経
費
。

公
債
費
・
・
地
方
公
共
団
体
が
借
り
入
れ

た
元
利
償
還
金
。

物
件
費
・
・
賃
金
、
消
耗
品
、
旅
費
等
地

方
公
共
団
体
が
支
出
す
る
経
費
。

歳出予算 
歳出を款別に見てみると… 

町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
・・・ 

４
、８
０
０
円 

５
、４
０
０
円 

１
０
０
、５
０
０
円 

２
８
、０
０
０
円 

１
、９
０
０
円 

６
、０
０
０
円 

５
４
、６
０
０
円 

１
４
、５
０
０
円 

５
７
、６
０
０
円 

４
１
、５
０
０
円 

３
、０
０
０
円 

２
、３
０
０
円 

１
、０
０
０
円 

計
３
６
９
、８
０
０
円  

議
会
費
…
…
…
…
… 

総
務
費
…
…
…
…
… 

民
生
費
…
…
… 

衛
生
費
…
…
…
… 

農
林
水
産
業
費
…
… 

商
工
費
…
…
…
…
… 

土
木
費
…
…
…
… 

消
防
費
…
…
…
… 

教
育
費
…
…
…
… 

公
債
費
…
…
…
… 

諸
支
出
金
…
…
…
… 

予
備
費
…
…
…
…
… 

そ
の
他
…
…
…
…
… 

総
額
…
…
… 

人件費 21.4%  
21億4千408万9千円 
 

扶助費 10.8%  
10億8千727万8千円 
 
公債費 11% 
11億741万5千円　

補助事業 6.7% 
6億7千435万5千円 

単独事業 11.2% 
11億2千689万3千円 

物件費 17.9%  
18億156万7千円 
 

補助費等 13.2%  
13億3千320万5千円 
 

議会費  
1億2千868万2千円　1.3%

総務費  
14億470万4千円　14%

民生費  
26億6千644万5千円　26.5%

衛生費  
6億9千850万9千円　7%土木費  

13億6千957万4千円　13.6%

教育費  
15億2千136万円　15%

公債費  
11億741万5千円　11%

諸支出金  
7千629万3千円　0.75%

予備費  
6千万円　0.59%

その他  
2千305万2千円　0.2%

消防費  
3億8千607万4千円　3.8%

農林水産業費  
4億4千678万1千円　4.5%

平
成
20
年
２
月
末
の
人
口 

２
７
、１
４
６
人
で 

計
算
し
て
い
ま
す
。 

歳出総額・・・・・・・・・・・・・・・・100億4千万円（6.5％増） 

出
て
い
く
お
金（
歳
出
） 

３
６
９
、８
０
０
円 

商工費  
1億5千110万8千円　1.5%

その他 7.6%  
7億6千519万8千円 

歳出総額 
100億4千万円 

歳
出
予
算
増
滅
の
ポ
イ
ン
ト

◇
増
加
（

）
は
対
前
年
度
比
較

用
語
解
説

◇
減
少
（

）
は
対
前
年
比
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平成20年度予算のおもな 
重点施策事業を紹介します 
平成20年度予算のおもな 
重点施策事業を紹介します 

・
戦
争
の
実
相
を
次
世
代
に
正
し
く
継

承
し
平
和
の
尊
さ
の
普
及
に
努
め
る
。

「
広
島
・
長
崎
平
和
学
習
派
遣
事
業
」 

・「
職
・
住
近
接
型
」
事
業
の
推
進 

・
既
成
市
街
地
と
の
整
合
性
の
あ
る
町

づ
く
り
。 

・
地
場
産
業
の
振
興
と
海
洋
資
源
を
活
用
し

た
産
業
の
支
援
。 

・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー

ナ
事
業
地
区
及
び

桑
江
土
地
区
画
整

理
地
域
へ
の
企
業

誘
致
等
で
若
年
層

の
就
業
を
見
込
む
。 

・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

支
援
。 

・
質
の
高
い
観
光
リ

ゾ
ー
ト
地
の
形
成
。 

・
地
方
交
付
税
、補
助
金

等
年
々
削
滅
の
状
況
下
、

持
続
可
能
な
健
全
な

財
政
の
構
築
の
た
め
、

各
分
野
歳
出
経
費
の

抑
制
と
効
率
化
に
努
め
、

町
税
等
の
自
主
財
源

に
つ
い
て
は
、
公
正

な
課
税
及
び
年
内
収

納
の
推
進
を
図
り
、

徴
収
率
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。 

・
老
朽
化
し
た
町
営
砂
辺
団
地
の

基
本
設
計
が
行
わ
れ
ま
す
。 

・
地
域
防
災
計
画
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。 

・
宮
城
地
域
内
排
水
路
調
査
・
整
備 

・
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
。 

・
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
実
行

計
画
策
定
。 

・
メ
タ
ボ
対
策
・
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
・
二
次
検
診
の
充
実 

・
人
間
ド
ッ
ク
枠
拡
大 

・
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成

事
業（
入
院
時
食
事
療
養
費
継
続
無
料
） 

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開

設 

・
妊
婦
検
診
２
回

を
５
回
に
拡
充
。 

・
乳
幼
児
医
療
費

助
成
就
学
前
ま

で
拡
大
。 

 

・
伊
礼
原
遺
跡
の
国
指
定
に
向
け
て

の
取
り
組
み
。 

・
情
報
教
育
の
充
実
。 

・
特
別
支
援
教
育
支
援
員
全
校
配
置
。 

・
読
書
活
動
の
支
援
。 

・
安
全
な
学
校
給
食
の
提
供
。 

①
平
和
行
政
と
基
地
問
題
の
解
決
・ 

　
跡
地
利
用
促
進 

②
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出 

③
健
康
福
祉
の
推
進 

⑥
行
政
改
革
の
推
進 

⑤
教
育
・
文
化
の
推
進 

④
住
み
よ
い
住
環
境
の
整
備 

※文部科学省ホームページより 
　引用しています。 

広島平和学習 

瞬時警報システム 

フィッシャリーナイメージ図 
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特別会計 特別会計 原案 
可決 

31億1千570万4千円 
対前年度比較 1億331万5千円減 

　退職被保険者制度の廃止に伴い、60歳～64歳までの300人が

対象。医療給付費の負担は、支払い基金から国に変わる。高血圧、

糖尿病等の生活習慣病予防対策として、今年度40歳～74歳まで

の人を対象に「特定健診」を義務付け、二次健診として「特定

保健指導」を行う。今年度の目標健診率は25％、最終の24年度

に65％を目標とするが、最終目標を達成できないと、ペナルテ

ィーとして、町では約8千万円を課せられる。 

1億7千213万4千円 
15億8千466万9千円減 

　平成20年３月診療分までの１か月分を計上。４月以降11か月

分については、広域連合が運営することになる。対象年齢は、

75歳以上、又は65歳～74歳までの方で一定の障害を持つ人、

1748人。 

対前年度比較 

2億4千599万8千円 

　今年度の重点目標は、引き続き町民に「清潔」で、「安価」

な水を「安定供給」できるよう、老朽化した上勢、桑江、栄口、

桃原、吉原、美浜地区の３キロの配水管敷設及び消火栓11基の

新設工事を行う。また、次年度に向けた設計業務の委託を予定

している。 

8億5千224万9千円 収入（水道事業収益） 

7億6千286万2千円 支出（水道事業費用） 

1億4千213万9千円増 
対前年度比較 

8億2千156万6千円 

　老朽化した宮城中継ポンフ場を国土

交通省の補助を受け施設の全面建替え

をする他、桑江17号線と桑江５号線

350メートルの公共下水道工事、謝苅

中継ポンプ場用地購入、旧役場前線排

水路工事等を予定し、財源は、国庫補

助金公共下水道事業債及び一般会計繰入金等でまかなう予定です。 

配水管の敷設工事 

　老人保健制度の廃止に伴い、この４月から新たに設置された。

運営は、これまでの市町村から県単位の後期高齢者広域連合へ、

加入の対象は、75歳以上のすべての人、又は65歳～74歳まで

の一定の障害を持った人、保険料は、年金収入が18万円を超え

る所得者は年金から天引きされ（特別徴収）、他は個別納付（普通徴収）となります。

病院などでの支払いは、一般・低所得者は１割、現役並所得者は３割の自己負担とな

り、後期高齢者医療制度の財源は、50％を国・県・市区町村の公費負担で、残り40

％を現役世代（０歳～74歳）の保険税で、10％は、被保険者の保険料でまかなわれ

ます。 



北谷町の平成19年度及び　平成20年度事業箇所紹介 北谷町の平成19年度及び　平成20年度事業箇所紹介 　平成20年度事業箇所紹介 

美浜地区学習等共用施設整備事業 
総事業費：199,481,500円 
　　　（補助金：90,908,000円） 
　　（一般財源：108,573,500円） 

都市景観整備事業 
美浜地区都市景観整備工事（その１）：33,012千円 
（植　栽）：16,023千円　　（電　気）：18,459千円 
美浜地区のシンボルロード歩道や排水路において、周辺環境と調 
和やゆとりある快適な歩道空間と連携した施設整備を図るもの。 

桑江中学校屋外運動場整備事業 
事業費：89,145千円　照明灯8基 
球技等による運動場からの飛球を防止するために防球ネットを 
設置し、更に夜間照明を設置することにより冬場の部活動時間 
の延長、及び夜間開放するもの。平成20年完成予定。 

美浜保育所防音整備事業 
事業費：45,296千円 
保育サービスを提供するうえでの児童の安全の確保を図ることが 
可能となる。 

新川墓地公園整備事業 
事業費：48,000千円 
新川墓地公園は公園整備事業や街路事業によって移転を余儀 
なくされた墳墓の移転先として整備するもの。 

謝苅中央線道路改良整備事業 
事業費：1,722千円（委託費：基本設計業務委託） 
新たに歩道を設置することにより車両の円滑な通行及び児童の 
事故を未然に防ぐことを目的とするもの。 

ちゃたん町議会だより 51 号（平成 20 年 5 月） 6



北谷町の平成19年度及び　　平成20年度事業箇所紹介 北谷町の平成19年度及び　　平成20年度事業箇所紹介 北谷町の平成19年度及び　

桑江伊平土地区画整理事業 
地区面積：45.8ha 
総事業費：約65億円 
施工期間：平成15年から平成24年 
都市・地域整備局所管補助金（補助率：9／10） 

桑江浜川線・宮城１号線交差点改良事業 
平成19年度事業費：34,935千円 
平成20年度事業費：420千円 
当該道路を整備することにより交通安全の確保 
及び渋滞の緩和が図れるもの。 

フィッシャリーナ整備事業 
平成19年度　【第1次公募A・B街区】 
処分先：株式会社リ－テック　処分面積：42,220.68G 
売買金額：33億8千537万674円 
平成20年度　【第2次公募予定　C・E街区】 

北谷中学校運動場夜間照明施設整備事業 
事業費：27,783千円　照明灯　６基 
平成20年度から夜間開放開始 

浜川漁港荷捌所改築事業（他製氷施設） 
平成19年度 
■ 実施設計業務委託：2,700千円 
（北谷町負担額：90％・2,430千円、 
　　　　漁協負担額：10％・270千円） 
平成20年度 
■ 荷捌所改築工事費：36,000千円 
（北谷町負担額：90％・32,400千円、 
　　　　漁協負担額：10％・3,600千円） 
■ 漁協事務所改築工事費：14,000千円 
（北谷町負担額：50％・7,000千円、 
　　　　漁協負担額：50％・7,000円） 
■ 施工管理業務委託費：1,585千円 
（北谷町負担額：90％・1,248千円、 
　　　　漁協負担額：10％・337千円） 

7 ちゃたん町議会だより 51 号（平成 20 年 5 月）
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　改正 　改正 原案 
可決 

●
北
谷
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

再
任
用
職
員
に
つ
い
て
適
用
除
外
条
項
を
規
定
す
る

●
北
谷
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
●
北
谷
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例給

与
、
勤
務
時
間
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
必
要

事
項
を
制
定

●
北
谷
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

●
北
谷
町
部
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
北
谷
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

長
期
間
に
わ
た
り
育
児
と
仕
事
の
両
立
が
可
能
と
な

る
よ
う
に
す
る

●
北
谷
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
北
谷
町
長
の
資
産
等
の
公

開
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
北
谷
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
北
谷
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
北
谷
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

北
谷
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
こ
と

に
よ
る

●
北
谷
町
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

老
人
保
健
法
の
改
正
に
よ
り
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
に
改
め
ら
れ
る
た
め
の
改
正

１．

保
険
事
業

特
定
健
康
診
査
等

２．

そ
の
他

生
活
習
慣
病
の
予
防

栄
養
改
善

公
の
施
設

名
　
称：

北
谷
町
障
が
い
者
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
た
ん

ぽ
ぽ
」

所
在
地：

北
谷
町
字
上
勢
頭
８
３
７

番
地
１

指
定
管
理
者
と
な
る
法
人

名
　
称：

社
会
福
祉
法
人
　
残
波
か

り
ゆ
し
会

理
事
長
　
宮
　
里
　
　
弘

所
在
地：

読
谷
村
字
座
喜
味
１
８
６

６
番
地

指
定
の
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

手数料の改定 
新　設 名称変更 

地籍併合図の交付 後期高齢者医療保険料 
納付証明　　　　　　　

1件につき　200円 

無料になる 

住民基本台帳カードの交付 

1件につき 

1枚につき 
（モノクロ） 

A4判　　200円 
A3判　　400円 

A4判　　200円 
A3判　　400円 

A4判　　400円 
A3判　　800円 

A4判　　200円 
A3判　　400円 

A4判　　400円 
A3判　　800円 

1枚につき 
（カラー） 

1枚につき 
（モノクロ） 

1枚につき 
（カラー） 

航空写真の交付 

航空写真を重ねた 
地籍併合図の交付 

北
谷
町
国
民
健
康
保
険
の
中
で

改
正
さ
れ
た
主
な
も
の

北
谷
町
障
が
い
者
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
が

次
の
と
お
り
指
定
さ
れ
る
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条例　条例　
北谷町後期高齢者医療に関する 
条例について 
北谷町後期高齢者医療に関する 
条例について 
北谷町後期高齢者医療に関する 
条例について 
要約）平成20年４月１日から後期高齢者医療制度が始まることから、保険料等を

決定する広域連合と連携をとるために北谷町が行う業務と保険料を徴収すべ

き被保険者および普通徴収に係る納期などが以下のとおり条例で定められま

した。 

　　　　①本町が行う事務　②保険料を徴収すべき被保険者　③普通徴収に係る保険料の納期 

　　　　④保険料の督促手数料　⑤延滞金　⑥罰則規定　⑦附則 

北谷町国民健康保険税条例の一部を改正する 
条例について 
北谷町国民健康保険税条例の一部を改正する 
条例について 
北谷町国民健康保険税条例の一部を改正する 
条例について 
要約）平成20年４月１日から後期高齢者医療制度が始まることに伴い、国民健康保険税に後期高齢者支援金等

課税額が追加されたことから、平成20年度の保険税率が図表のように改正されました。 

課税の対象 内　　　　　　　容 医療保険分税率 介護保険分税率 

①所 得 割 世帯の所得に応じて 8.3％ 1.1％ 

②資 産 割 世帯の固定資産に応じて 30％ 4％ 

③均 等 割 加入者一人あたりの負担額 23,000円 53,00円 

④平 等 割 一世帯あたりの負担額 28,000円 4,200円 

税額最高限度 560,000円 90,000円 

備　　　　考 40歳から64歳まで 

19年度の保険税率表 

軽減率 均等割 平均割 

２割 

５割 

７割 

18,400 

11,500 

6,900

22,400 

14,000 

8,400

軽減率 均等割 平均割 

２割 

５割 

７割 

4,240 

2,650 

1,590

3,360 

2,100 

1,260

医療分 

介護分 

課税の対象 内　　　　　　　容 医療保険分税率 支援金分税率 

①所 得 割 世帯の所得に応じて 

②資 産 割 世帯の固定資産に応じて 

③均 等 割 加入者一人あたりの負担額 

④平 等 割 一世帯あたりの負担額 

介護保険分税率 

税額最高限度（案） 

備　　　　考 40歳から64歳まで 

20年度の保険税率表 

軽減率 均等割 平均割 

２割 

５割 

７割 

14,720 

9,200 

5,520

17,920 

11,200 

6,720

医療分 

軽減率 均等割 平均割 

２割 

５割 

７割 

3,680 

2,300 

1,380

4,480 

2,800 

1,680

支援金分 

軽減率 均等割 平均割 

２割 

５割 

７割 

4,240 

2,650 

1,590

3,360 

2,100 

1,260

介護分 

6.6％ 

24％ 

18,400円 

22,400円 

470,000円 

 

1.7％ 

6％ 

4,600円 

5,600円 

120,000円 

1.1％ 

4％ 

5,300円 

4,200円 

90,000円 



補正予算 補正予算 原案 
可決 

平成19年度 

【定例議会一般会計】 

補正前の額 13,730,353千円 

補　正　額 △97,532千円 

予 算 総 額 13,632,823千円 

【臨時議会一般会計】 

補正前の額 13,632,823千円 

補　正　額 129,812千円 

予 算 総 額 13,762,635千円 

補
正
の
主
な
内
容 

　
一
般
会
計
は
、
歳
入
で
町
民
税
（
３
７

４
万
１
千
円
）、
地
方
消
費
税
交
付
金
（
６

８
０
万
３
千
円
）
基
金
繰
入
金
（
１
億
８

千
３
１
６
万
４
千
円
）
等
が
減
額
。
国
庫

負
担
金
（
１
千
１
９
１
万
円
）、
県
負
担
金

（
５
４
９
万
３
千
円
）
も
児
童
手
当
措
置

事
業
実
績
見
込
み
等
に
よ
り
減
額
補
正
。

財
産
売
払
収
入
等
は
増
額
。
歳
出
は
、
主

に
一
般
財
源
を
充
当
す
る
消
費
的
経
費
（
人

件
費
、
物
件
費
、
維
持
補
修
費
、
扶
助
費
、

補
助
費
等
）
が
、
７
千
５
５
５
万
２
千
円
。

投
資
的
経
費
、
８
千
２
９
４
万
円
な
ど
が

減
額
と
な
っ
て
い
る
。 

　
繰
越
明
許
費
は
、
印
刷
製
本
費
（
基
地

と
北
谷
町
、
町
勢
要
覧
）。
農
林
水
産
費
（
浜

川
漁
港
荷
捌
所
改
築
事
業
、
浜
川
漁
港
海

岸
保
全
施
設
整
備
事
業
等
）。
土
木
費
（
桑

江
５
号
線
改
良
事
業
他
）。
教
育
費
（
文
化

財
資
料
室
整
備
事
業
）
な
ど
が
、
年
度
内

の
予
算
執
行
が
困
難
な
た
め
繰
越
明
許
費

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
年
度
末
に
平

成
20
年
度
に
予
定
し
て
い
た
美
浜
地
区
学

習
等
供
用
施
設
整
備
事
業
の
内
定
通
知
が

あ
り
、
同
様
に
繰
越
明
許
費
の
措
置
を
講

じ
た
。 

【国民健康保険特別会計】 

補正前の額 3,550,609千円 

補　正　額 98,740千円 

予 算 総 額 3,649,349千円 

【老人保健特別会計】 

補正前の額 1,756,803千円 

補　正　額 64,939千円 

予 算 総 額 1,821,742千円 

『
特
別
会
計
』 

【公共下水道事業特別会計】 

補正前の額 710,670千円 

補　正　額 △10,597千円 

予 算 総 額 700,073千円 
流域下水道事業に係る起債限度額は、50万円を減額し7千290万円とする。 

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に

お
い
て
は
、
歳
入
で
国
庫
支
出

金
（
１
千
９
２
０
万
８
千
円
）
、

療
養
給
付
費
交
付
金
（
４
千
６

２
２
万
６
千
）
、
繰
入
金
（
３
千

７
７
万
２
千
円
）
等
が
増
額
。

歳
出
は
、
保
険
給
付
費
用
（
９
千

９
２
１
万
６
千
円
）
等
が
増
額
。

老
人
保
健
特
別
会
計
は
、
国
庫

支
出
金（
１
千
２
０
１
万
６
千
円
）、

繰
入
金（
５
千
２
９
２
万
３
千
円
）

な
ど
増
額
。
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
の
減
額
は
、
歳
入
で

繰
入
金
、
町
債
の
減
額
。
歳
出

で
施
設
費
（
維
持
管
理
費
、
下
水

道
事
業
費
）
の
減
額
。
水
道
事

業
会
計
の
減
額
は
、
工
事
費
の

減
額
と
な
っ
て
い
る
。 
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【水道事業会計】 

収益的収入及び支出 

水道事業収益（収入） 

補正前の額 825,377千円 

補　正　額 25,723千円 

予 算 総 額 851,100千円 

資本的収入及び支出 

補正前の額 152,803千円 

補　正　額 △7,000千円 

予 算 総 額 145,803千円 

水道事業費用（支出） 

補正前の額 761,911千円 

補　正　額 10,056千円 

支 出 総 額 771,967千円 

任期満了、退職及び委員の辞任により３名の委員が同意されました。 

教育委員会委員 

比嘉　秀夫 氏 
監査委員 

棚原　和芳 氏 
固定資産評価審査 
委員会委員 

伊禮　喜正 氏 
任期　H20年４月１日～ 
　　H24年３月31日 

☆互選により教育長に任命 

任期　H20年４月１日～ 

　　H24年３月31日 

任期　H20年４月１日～ 

　　H20年８月31日 
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　抗議決議・要請決議 　抗議決議・要請決議 

嘉手納基地所属F-51戦闘機の飛行再
開に対する抗議決議・意見書 
　昨年11月2日に米国ミズーリ州で、兵部

隊所属のF-15戦闘機が戦闘訓練中に空中分

解し、墜落する事故を受けて、飛行を停止

していた嘉手納基地所属のF-15戦闘機39機

が1月14日から飛行をしたことに対し１、

事故原因を速やかに公表。２、老朽化、欠

陥機が指摘されている同機の飛行再開の中

止と即時撤去。３嘉手納基地での負担軽減

を実施を強く要求。 

平成20年1月16日（原案可決） 

防衛省による米軍嘉手納基地周辺の騒音測
定調査（コンター見直し作業）に関する意
見書（同陳情書も採択された） 
　嘉手納基地周辺の騒音測定を開始して以来、28年

ぶりに見直し作業が告知されることでから、コンタ

ーの境界範囲の縮小、助成対象区域が縮小される懸

念がある。すでに横田基地周辺の住宅防音工事助成

対象区域が5000ヘクタールから2500ヘクタールへ半

減し助成区域を縮小。嘉手納基地周辺でも縮小のお

それがあることに対して１、航空騒音調査の結果と

騒音測定器の設置場所を明らかにし地域住民に充分

な説明。２、防音助成対象区域を縮小することなく

見直しと拡大。３、コンター境界線は客観的、科学

的分析の上、住民の意見が反映された見直し。４、

騒音対象の充実を強くを要求。 

平成20年３月24日　　（原案可決） 

米兵によるタクシー強盗致傷事件に対する
抗議決議・意見書 
　1月7日、沖縄市三原付近でタクシーに乗っていた

外国人の2人組が、タクシー乗務員を瓶のようなもの

で殴り料金を払わずに逃走、米海兵隊普天間基地所

属の米海兵隊員2人が強盗致傷容疑で逮捕された事件

に対し １、被害者への謝罪及び完全補償 ２、米軍人

軍属、家族への綱紀粛正、教育の徹底し再発防止対

策に万全を期することを強く要求する。 

平成20年1月16日　　（原案可決） 

米兵海兵隊員による女子中学生への
暴行事件に対する抗議決議・意見書 
　去る2月10日、本町の平穏な住宅街で女

子中学生を車内で暴行したとして翌11日に

米海兵隊キャンプ・コートニー所属の二等

軍曹が逮捕された事件に対し１、被害者及

び家族への謝罪と完全な補償。２、米軍人、

軍属の綱紀粛正の徹底。３、再発防止と具

体的な解決策を日米両政府で作成と早期公

表を強く要求。 

（要請する）平成20年2月13日（原案可決） 

在韓米軍所属のF-16戦闘機及び外来機の飛
行に対する抗議決議・意見書 
　在韓米軍基地所属のF-１６戦闘機12機が、3月10

日から約2週間の期間で嘉手納基地に飛来。他にも岩

国基地所属のFA18ホーネット戦闘攻撃機やハリアー

攻撃機も離発着を繰り返し、嘉手納基地周辺の騒音

は増大していることに対し１、嘉手納基地での負担

軽減の実施。２、あらゆる訓練に伴う外来機の飛来

を中止。３、騒音防止協定を遵守を強く要求する。 

平成20年3月18日（原案可決） 

米兵によるあらゆる事件・事故に抗議する県民大会。 

横なぐりの雨の中、多くの町民が参加した。 

（平成20年３月22日　北谷公園野球場前広場） 
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陳情・意見書・　　陳情・意見書・　　

航空運賃値上げ見直しに関する要請
決議（同意見書・要請決議も原案可
決された。） 
　航空各社は燃料の高騰を理由に平成20年

4月1日から航空運賃値上げを発表、国土交

通省に届け出たことに対し１、平成2０年4

月1日の航空運賃値上げを見直し。２、県

民の生活路線として今後も航空運賃の低減。

３、県民及び観光客に対し航空運賃の割引

制度の充実・拡充を強く要求。 

平成20年3月１８日　　（原案可決） 

妊産婦健康診査の公費負担の拡充
を求める要望書 
　厚生労働省は母体と胎児の健康確保と少

子化対策の経済負担の軽減からも公費負担

は１４回程度が望ましいが当面５回の実施

して欲しいと地方財政処置されていること

から１、平成２０年度から財政処置し拡充。

２、公費負担１４回実施の計画と当面５回

の実施。３、受診の重要性と妊婦・町民・

事業者への広報活動を積極的に取り組むこ

とをお願いします。 

平成20年３月２４日（採択） 

国立病院の廃止・縮小・民営化に反対
し、地域医療と国立病院の充実を求
める意見書（同陳情書も採択された。） 
　国立病院は、がん、脳卒中、心疾患など

の高度医療の実施と重症心身障害や筋ジス

トロフィー、神経難病、結核、災害医療、

へき地医療など民間では困難な分野を担い、

地域医療で重要な役割を果たしいることに

対して１、国立病院の廃止、縮小、民営化

を行わない。２、地域住民の要望に応じて

病院の機能強化。３、安全で行き届いた医

療・看護を提供するため医師、看護婦の必

要な人員を確保。 

平成20年３月２４日　　（原案可決） 

乳幼児医療費助成制度の拡充に関する要請書 
　少子化の進行は子ども自身の健全な成長への影響の

みならず、人口構造の高齢化や将来の生産年齢人口の

減少など社会経済や社会保障のあり方にも重大な影響

を及ぼすことが懸念されます。本町の助成制度は現在、

入院・通院とも就学前までの対象ですが子供の健やか

な成長を願い、若い家庭の子育てを励ますために１、

入院は中学校卒業まで。２、入院、通院とも現物支給。３、

国へ小学校就学前までの子供の医療費無料化制度を早

期創設を要望。　　 

平成20年3月２４日　　（採択） 

ハンセン病問題基本法制定等を求める意見書（同
陳情書も採択された。） 
　平成13年、熊本地方裁判所は「らい予防法」違憲国

家賠償訴訟で、患者の隔離は重大な人権の制限で、ハ

ンセン病隔離政策の違憲性及び違法性を認めた。これ

を受け国は同訴訟全国原告団協議会と入所者に対する

在園保障、社会復帰支援、退所者に年金支給処置など

恒久対策に合意により１、「らい予防法の廃止に関する

法律」を廃止し、新たに「ハンセン病問題基本法」（仮

称）を制定。２、療養所のあり方は入所者、職員、地

域住民の意見を尊重し医療、介護施設として広く開放、

利用、発展を推進。３、医療技術と施設の整備、看護、

介護体制充実を強く要望する 

平成20年３月2４日　　（原案可決） 

乳幼児医療費助成を現物支給で 
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国
と
の
交
渉
が
整
っ
た

場
合
、
ど
の
よ
う
な
利
活
用

を
考
え
て
い
る
か
。

譲
渡
さ
れ
る
見
通
し
は

不
透
明
で
あ
る
が
、
町
と
し

て
は
譲
渡
を
視
野
に
入
れ
、

土
地
利
用
計
画
を
策
定
し
て

関
係
機
関
と
協
議
を
行
う
。

住
民
生
活
に
多
く
の
問

題
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
そ
の
計
画
に
ど
う
対

応
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
か
。

近
隣
住
民
に
対
し
事
業

計
画
に
関
す
る
説
明
会
等
開

催
す
る
よ
う
求
め
、
住
民
に

配
慮
し
た
建
築
計
画
に
努
め

る
よ
う
指
導
。
生
活
環
境
に

影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

り
、
設
計
上
の
工
夫
を
図
る

よ
う
指
導
し
て
い
く
。

交
通
、
水
道
、
電
波
障

害
、
自
治
会
加
入
等
は
。

施
設
管
理
者
や
指
導
要

綱
等
に
基
づ
い
て
、
適
正
な

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
指

導
を
行
う
。
自
治
会
加
入
等

は
地
域
活
動
に
か
か
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
関
係
課
及

び
地
域
と
連
携
し
取
り
組
む
。

長
期
期
間
に
わ
た
っ
て

い
る
た
め
に
車
道
及
び
歩
道

部
分
の
機
能
が
低
下
し
て
い

る
、
早
急
な
改
修
は
。

路
面
や
側
溝
な
ど
に
劣

化
し
た
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
、

今
後
、
道
路
改
修
が
必
要
な

路
線
と
し
て
位
置
付
け
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
多
大
な

経
費
が
見
込
ま
れ
、
今
後
の

財
政
状
況
や
他
の
事
業
と
の

関
連
性
も
勘
案
し
、
整
備
計

画
を
策
定
し
て
い
く
。

早
急
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
が
必
要
だ
と
思
う
が
今

後
の
取
組
み
は
。

回
線
費
用
等
の
負
担
が

無
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
・
運
用
を

行
う
た
め
の

北
谷
町
自
治

会
等
に
対
す

る
北
谷
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
の

利
用
提
供
に

関
す
る
運
用

管
理
要
綱
を

制
定
し
、
要

綱
説
明
会
、

シ
ス
テ
ム
講

習
会
等
を
実

施
。
開
設
す

る
際
に
、
技

術
的
サ
ポ
ー

ト
は
も
と
よ

り
、
作
成
か
ら
運
用
等
ま
で
、

自
治
会
側
で
の
運
営
が
成
り

立
つ
よ
う
支
援
す
る
。
早
い

時
期
で
の
開
設
が
図
れ
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
。
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宮
城
無
願
埋
立
地
の
利
活
用
は
 

交
流
機
能
、
便
益
機
能
、
駐
車
場
 

及
び
緑
地
機
能
に
よ
り
、
有
効
的
 

な
土
地
利
用
を
図
る
 

宮
城
区
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
計
画
に
伴
う
住
民
生

活
へ
の
影
響
は

宮
城
１
号
線
の
改
修
は

自
治
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運

用
の
強
力
な
支
援
は

洲鎌長榮議員

宮城無頼埋立地の活用計画は



ずばり町政を問う 

少
女
暴
行
事
件
の
背
景
、

発
生
等
に
つ
い
て
町
長
の
所

見
は
。本

県
に
存
在
す
る
広
大

な
米
軍
基
地
と
多
く
の
米
軍

人
が
駐
留
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
と
考
え
る
。

被
害
者
に
は
落
ち
度
も
な
く
、

責
め
る
べ
き
は
事
件
を
起
こ

し
た
者
で
あ
る
。

少
女
暴
行
事
件
に
関
連

し
町
民
大
会
の
開
催
は
。

県
民
大
会
へ
の
多
く
の

町
民
の
参
加
に
向
け
て
の
取

組
み
を
し
て
い
る
。

日
米
地
位
協
定
の
「
抜

本
的
改
定
・
改
編
」
を
求
め

る
声
が
あ
る
。
町
長
の
所
見

は
。

米
軍
基
地
の
整
理
縮
小

と
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し

が
必
要
。

県
内
の
米
軍
関
係
者
総

数
、
施
設
内
、
施
設
外
居
住

各
市
町
村
の
実
数
が
公
表
さ

れ
た
が
そ
の
実
数
は
。
勤
務

先
等
の
公
表
・
把
握
の
必
要

性
は
。施

策
を
講
ず
る
上
で
把

握
は
必
要
で
あ
る
。

上
京
し
て
外
務
・
防
衛

両
省
、
駐
日
米
国
大
使
、
在

日
米
軍
司
令
官
に
地
域
の
実

情
、
町
民
の
思
い
を
直
接
伝

え
る
考
え
は
。

基
地
を
抱
え
る
市
町
村

と
連
携
し
対
応
し
て
い
く
。

町
道
安
良
波
線
に
横
断

歩
道
帯
設
置
は
。
①
町
の
現

状
把
握
、
設
置
見
込
み
は
。

横
断
歩
道
の
設
置
要
望
の
こ

れ
ま
で
の
経
過
は
。
②
設
置

ま
で
の
期
間
は
。
③
設
置
費

用
及
び
負
担
先
は
。
④
県
公

安
委
員
会
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
後
の
判
断
は
。

①
回
答
を
得
て
、
可
能

で
あ
れ
ば
沖
縄
警
察
署
と
調

整
。
②
基
本
的
に
は
年
度
内

の
工
事
の
実
施
。
③
負
担
先

は
、
県
公
安
委
員
会
。
④
早

期
の
設
置
に
向
け
関
係
機
関

と
協
議
を
行
う
。

①
「
津
波
・
高
潮
に
関

す
る
啓
蒙
活
動
」
を
実
施
し

た
か
。
新
年
度
の
開
催
予
定

は
。
②
自
主
防
災
の
組
織
化
、

避
難
訓
練
等
新
年
度
の
実
施

予
定
は
。
③
西
海
岸
に
居
住

す
る
「
要
支
援
者
」
対
策
、

避
難
計
画
策
定
及
び
公
表
の

方
法
と
時
期

は
。
④
「
緊

急
時
避
難
ビ

ル
」
指
定
調

査
・
確
定
及

び
公
表
の
意

志
、
時
期
は
。

⑤
「
※
Ｊ
―

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
」
の
設
置

目
的
、
稼
動

時
期
、
経
費

の
負
担
、
住

民
へ
の
周
知

の
具
体
的
方
法
は
。

①
津
波
対
策
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
。
次
年
度
も
開
催
し

て
い
く
。
②
組
織
化
に
取
り

組
む
。
20
年
度
中
の
避
難
訓

練
を
実
施
。
③
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
対
策
に

取
組
む
。
避
難
支
援
計
画
の

策
定
に
向
け
て
努
力
し
て
い

く
。
④
避
難
ビ
ル
指
定
が
で

き
る
よ
う
今
後
検
討
。
⑤
瞬

時
に
住
民
へ
知
ら
せ
素
早
い

避
難
を
促
す
。
平
成
20
年
度

中
に
稼
動
予
定
。
合
計
７
８

７
万
５
千
円
の
予
算
計
上
。

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
よ
り
周
知
を
図
る
。
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金城紀昭議員

町
民
及
び
地
域
住
民
の

安
心
・
安
全
は

米
軍
基
地
に
絡
む
事
件
・
事
故
へ
の
対
応
、基
本
的
な
考
え
は
 

実
効
性
あ
る
米
軍
の
綱
紀
粛
正
と
教
育
の
 

徹
底
が
さ
れ
て
い
な
い
 

雨の中開催された少女暴行事件に抗議する県民大会（北谷町）

※Ｊ―ＡＬＥＲＴ：全国瞬時警報システム



農
作
の
状
況
と
農
業
従

事
者
の
世
帯
数
、農
地
面
積
は
。

家
庭
的
菜
園
を
含
め
野

菜
類
な
ど
多
種
多
様
。
農
業

従
事
者
の
世
帯
数
は
、
25
世

帯
、
う
ち
販
売
農
家
６
世
帯
、

自
給
的
農
家
19
世
帯
。
農
地

面
積
は
約
３

。
う
ち
さ
と

う
き
び
の
耕
作
面
積
は
約
２．

９
３

。
農
業
従
事
者
の
育
成
と

参
加
意
欲
を
ど
う
図
っ
て
い

く
か
。新

た
な
組
織
化
を
図
る

中
で
、
多
く
の
町
民
が
一
家

庭
一
菜
を
目
指
し
専
業
農
家

で
な
く
て
も
参
画
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

学
習
障
害
の
あ
る
児
童

生
徒
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
、

①
特
別
支
援
教
育
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
の
内
容
。
②
学
校
全
体

及
び
保
護
者
、
地
域
の
支
援

体
制
は
。

①
基
本
的
に
１
日
５
時

間
の
週
５
日
勤
務
で
４
校
に

配
置
。
学
習
支
援
員
も
基
本

的
に
１
日
６
時
間
の
週
５
日

勤
務
で
、
６
校
に
配
置
予
定
。

②
学
校
側
の
受
入
体
制
が
十

分
に
整
っ
て
い
る
こ
と
を
最

大
の
条
件
と
し
て
派
遣
を
行

う
。
保
護
者
、
地
域

の
支
援
は
、
定
期
的

な
情
報
交
換
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

①
全
国
学
力
テ

ス
ト
の
結
果
を
ふ
ま

え
、
「
基
礎
学
力
の

向
上
、
情
報
活
用
能

力
を
育
成
す
る
」
基

本
的
考
え
は
。
②
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り

の
施
策
は
。

①
全
教
科
で
言
語
活
動

の
強
化
や
自
分
の
考
え
を
筋

道
を
立
て
て
表
現
す
る
活
動

を
更
に
充
実
発
展
さ
せ
る
。

②
教
育
環
境
整
備
や
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
へ
の
指
導
助
言
等
を

と
お
し
て
、
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
の
事
業
開
始

と
運
営
方
法
は
。

事
業
開
始
は
、
平
成
20

年
４
月
１
日
を
予
定
。
運
営

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託
し
た
い
。

①
援
助
を
受
け
た
い
方

の
対
象
条
件
。
②
費
用
等
は
。

③
窓
口
は
ど
こ
に
な
る
か
。

①
町
内
在
住
者
又
は
、

町
内
で
勤
務
し
て
い
る
人
。

②
平
日
は
午
前
７
時
か
ら
午

後
７
時
ま
で
、
１
時
間
当
た

り
６
０
０
円
、
土
日
、
祝
日

及
び
平
日
の
夜
間
等
は
、
１

時
間
当
た
り
７
０
０
円
。
③

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務
所
に
設
置
し

た
い
。特

別
弔
慰
金
は
ど
の
よ

う
な
制
度
か
。

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
に

基
づ
き
支
給
さ
れ
る
。

対
象
者
の
把
握
は
十
分

に
で
き
て
い
る
か
。

沖
縄
県
か
ら
送
付
さ
れ

た
名
簿
を
基
に
、
漏
れ
が
な

い
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

手
続
の
進
め
方
は
。

書
類
を
揃
え
、
沖
縄
県

へ
進
達
。
そ
の
後
、
県
を
と

お
し
て
、
国
か
ら
国
債
が
送

付
さ
れ
次
第
、
役
場
窓
口
で

受
け
渡
す
。
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農
業
振
興
の
取
組
は
 

狭
い
農
地
を
有
効
的
に
活
用
し
た
 

収
益
性
の
高
い
作
物
等
へ
の
転
換
を
図
る
 

県内町村初の北谷町ファミリーサポートセンターが開設されました（ニライセンター２階）

地
域
で
支
え
合
う
子
育
て

支
援
に
つ
い
て

教
育
行
政
の
取
組
を
問
う

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す

る
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

平
成
20
年
度
の
採
用
予

定
者
は
、
全
員
採
用
試
験
を

合
格
し
た
者
か
。
ペ
ー
パ
ー

テ
ス
ト
だ
け
で
評
価
す
る
の

で
は
な
く
、
地
域
を
と
お
し

て
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な

若
者
や
自
冶
会
長
の
推
薦
が

あ
っ
た
場
合
10
点
を
加
味
し

て
、
町
出
身
者
を
優
先
採
用

し
て
も
ら
い
た
い
が
、
見
解

を
伺
う
。

平
成
20
年
４
月
の
採
用

は
８
名
で
、
平
成
19
年
度
中

に
行
わ
れ
た
採
用
試
験
に
合

格
し
た
者
と
な
っ
て
い
る
。

町
内
出
身
者
の
優
先
採
用
に

つ
い
て
は
、
県
内
の
他
市
町

村
に
お
い
て
も
門
扉
を
開
く

こ
と
に
よ
り
、
広
く
優
秀
な

人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
優
先
採
用
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

①
吉
原
８
３
７
番
６
の

土
地
は
、
障
が
い
者
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
用
地
と
交

換
さ
れ
て
い
る
が
、
坪
単
価

16
万
円
は
安
す
ぎ
る
と
思
う

が
。
②
隣
接
地
主
は
買
い
た

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

な
ぜ
交
換
に
な
っ
た
の
か
。

③
過
去
５
か
年
間
の
売
買
・

交
換
等
の
状
況
は
。

①
　
当
該
土
地
は
、
鑑

定
士
に
鑑
定
評
価
を
依
頼
し
、

そ
の
評
価
に
基
づ
い
て
単
価

を
設
定
し
て
い
る
。
評
価
書

の
内
容
も
近
辺
の
取
り
引
き

事
例
を
も
と
に
、
時
点
修
正

や
環
境
条
件
等
の
補
正
率
に

よ
っ
て
価
格
を
算
出
し
て
お

り
適
正
な
価
格
と
考
え
て
い

る
。

②
　
障
が
い
者
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
用
地
と

大嶺　勇議員

役
場
職
員
の
採
用
方
法
は
 

１
次
、２
次
試
験
結
果
を
勘
案
し
て
 

最
終
合
格
者
を
決
定
 

安
す
ぎ
る
町
有
地
の
評
価
と

交
換
に
つ
い
て
伺
う

↑



今
回
の
暴
行
事
件
で
、

本
町
の
対
応
及
び
関
係
機
関

へ
ど
の
よ
う
な
要
望
を
し
た

か
。

発
生
翌
日
、
町
幹
部
を

緊
急
招
集
し
対
応
策
を
話
し

合
い
、
海
兵
隊
司
令
官
、
在

沖
米
国
総
領
事
、
沖
縄
防
衛

局
等
を
通
じ
て
米
軍
及
び
米

政
府
に
対
し
、
再
発
防
止
や

容
疑
者
へ
の
厳
格
な
処
罰
等

を
強
く
申
し
入
れ
た
。

基
地
外
居
住
世
帯
数
の

実
数
は
、
町
で
調
査
の
予
定

は
。

２
月
27
日
付
け
沖
縄
防

衛
局
企
画
部
長
名
で
、
米
軍

人
等
の
施
設
・
区
域
内
外
居

住
者
の
人
数
の
報
告
が
あ
っ

た
が
、
世
帯
数
は
公
表
さ
れ

て
な
い
。
町
で
は
、
自
治
体

ご
と
の
人
数
と
世
帯
数
の
公

表
及
び
行
政
運
営
上
町
内
居

住
者
の
把
握
は
必
要
な
の
で

行
政
区
別
世
帯
数
に
つ
い
て
、

現
在
調
査
中
で
あ
る
。

県
内
の
基
地
外
居
住
者

の
総
数
、
嘉
手
納
基
地
や
キ

ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
等
、
砂
辺
や

字
宮
城
３
番
地
等
町
内
に
お

け
る
基
地
内
外
の
世
帯
数
の

詳
細
は
把
握
し
て
い
る
か
。

前
述
の
沖
縄
防
衛
局
企

画
部
長
の
報
告
以
降
、
世
帯

数
を
含
め
た
公
表
は
な
い
。

公
共
施
設
の
補
助
、
住

宅
防
音
工
事
の
助
成
等
で
、

現
在
の
コ
ン
タ
ー
境
界
線
を

拡
大
す
べ
き
で
は
。

現
在
、
町
内
で
は
、
町

管
理
の
砂
辺
、
桑
江
、
県
管

理
の
上
勢
、
宮
城
の
四
箇
所

で
24
時
間
騒
音
測
定
を
し
て

い
る
。
平
成
18
年
度
の
測
定

結
果
で
は
、
環
境
基
準
値
や

騒
音
発
生
日
数
、
回
数
と
も

に
増
加
し
、
生
活
環
境
が
著

し
く
悪
化
し
て
い
る
。
沖
縄

防
衛
局
は
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
の
分
析
・
結
果
等
を
調
査

中
と
し
て
公
表
し
て
い
な
い
。

航
空
機
騒
音
調
査
、
い
わ
ゆ

る
騒
音
コ
ン
タ
ー
見
直
し
調

査
に
つ
い
て
は
土
曜
・
日
曜

等
長
期
的
な
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

措
置
を
求
め
て
い
く
。

嘉
手
納
基
地
の
航
空
機

の
騒
音
値
を
分
か
り
易
く
表

示
す
る
電
光
掲
示
板
設
置
の

意
志
は
。

現
在
、
沖
縄
市
に
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
で
は
、

設
置
方
法
や
費
用
等
、
引
き

続
き
資
料
等
の
収
集
に
努
め

る
。

浜
川
ウ
ガ
ン
周
辺
の
道

路
整
備
及
び
危
険
標
識
の
設

置
等
安
全
対
策
は
。

砂
辺
と
宮
城
を
結
ぶ
砂

辺
浜
川
線
は
、
浜
川
ウ
ガ
ン

周
辺
の
土
地
の
買
い
取
り
等

で
地
権
者
と
合
意
が
得
ら
れ

ず
、
ま
た
、
国
道
や

桑
江
浜
川
線
と
の
交

差
点
に
近
接
し
、
整

備
に
よ
り
一
層
交
通

が
錯
綜
し
安
全
性
が

損
な
わ
れ
る
お
そ
れ

か
ら
整
備
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
交
通
の
安

全
を
確
保
す
る
上
か

ら
通
行
車
両
に
対
し
、

安
全
標
識
を
設
置
し

対
処
し
た
い
。
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続
発
す
る
米
軍
人
・
軍
属
へ
の
対
応
は

事
件
の
再
発
防
止
で
日
米
両
政
府
に

持
っ
て
取
り
組
む
よ
う
申
し
入
れ
た

コ
ン
タ
ー
見
直
し
調
査

砂
辺
浜
川
線
の
道
路
整
備

及
び
安
全
対
策

浜川ウガン周辺道路の安全対策は。

し
て
有
効
活
用
が
図
れ
る
上

か
ら
、
公
正
に
行
政
の
利
益

に
寄
与
し
て
い
る
と
判
断
し

た
。

③
　
平
成
15
年
度
、
上
勢
頭

第
２
区
画
整
理
事
業
地
内
の

土
地
１
件
１
筆
、
道
路
残
地

処
分
３
件
３
筆
、
面
積
４
２

６．

６
g
、
処
分
価
格
３
千

２
６
２
万
４
千
４
２
円
。
１

６
年
度
、
道
路
残
地
の
処
分

と
し
て
３
件
３
筆
、
面
積
４

９
２．

９
７
g
、
処
分
価
格

２
千
７
４
５
万
１
千
８
３
１

円
。
１
７
年
度
、
道
路
残
地

処
分
が
２
件
２
筆
、
公
園
用

地
の
処
分
１
件
１

筆
、
面
積
６
２
４．

０
７
平
方
g
、
処

分
価
格
２
千
９
１

９
万
２
千
７
７
０

円
。
18
年
度
、
道

路
残
地
と
し
て
の

処
分
が
３
件
３
筆
、

面
積
９
９．

６
４

g
、
処
分
価
格
５

３
９
万
８
千
４
０

円
。
19
年
度
、
事

業
の
代
替
用
地
と

し
て
上
勢
頭
第
２

土
地
区
画
整
理
事

業
地
内
、
土
地
３
件
３
筆
、

道
路
残
地
処
分
３
件
３
筆
、

面
積
７
４
８．

３
３
g
、
処

分
価
格
５
千
４
４
５
万
２
４

０
円
。

５
年
間
の
土
地
処
分
状
況

等
は
、
処
分
面
積
２，

３
９

１．

６
１
g
、
処
分
価
格
が

１
億
４
千
９
１
５
万
６
千
７

円
。

町有地と交換した障がい者地域活動支援センター用地

↑



具
体
的
施
策
は
。

次
世
代
育
成
支
援
対
策

行
動
計
画
、
北
谷
子
ど
も
子

育
て
応
援
プ
ラ
ン
や
健
康
ち

ゃ
た
ん
21
計
画
の
推
進
、
さ

ら
に
北
谷
が
ん
じ
ゅ
う
３
・

３
（
ス
リ
ー
ズ
リ
ー
）
運
動

の
継
続
実
施
。

乳
幼
児
医
療
費
の
現
物

給
付
か
自
動
償
還
払
い
の
導

入
は
。非

常
に
厳
し
い
。
自
動

償
還
払
い
も
県
内
の
市
町
村

が
足
並
み
を
揃
え
て
実
施
が

効
率
的
。

県
が
実
施
し
た
学
童
保

育
所
と
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
態

調
査
に
つ
い
て
町
の
見
解
と

対
応
は
。

１
人
当
た
り
の
必
要
面

積
や
職
員
の
配
置
基
準
の
遵

守
し
、
児
童
の
安
全
確
保
を

指
導
す
る
。

老
人
医
療
制
度
と
違
い

は
。

運
営
主
体
が
市
町
村
か

ら
県
の
後
期
高
齢
者
広
域
連

合
に
な
る
。
保
険
料
は
所
得

割
と
均
等
割
の
２
方
式
で
総

医
療
費
の
１
割
を
保
険
料
と

し
て
各
個
人
が
負
担
。
世
帯

単
位
の
納
付
か
ら
、
個
人
単

位
の
納
付
と
な
る
。
医
療
費

の
窓
口
負
担
割
合
は
今
ま
で

と
同
じ
。

見
直
し
が
必
要
で
は
。

一
自
治
体
に
お
い
て
の

制
度
の
見
直
し
は
大
変
厳
し

い
。

結
果
を
受
け
、
県
教
育

長
は
、
積
極
的
に
公
表
・
公

開
の
方
針
で
す
が
、
当
局
の

見
解
は
。

数
値
的
デ
ー
タ
の
公
表

で
は
な
く
、
成
果
や
課
題
を

把
握
し
改
善
方
策
を
説
明
。

結
果
と
学
力
を
ク
ロ
ス
分
析

し
、
一
定
の
取
り
組
み
を
家

庭
、
地
域
に
お
願
い
す
る
。

学
校
支
援
と
放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
の
計
画
、
取
り

組
み
は支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
企
画
実
施
、
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
。
放

課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
は
平
成

19
年
と
ほ
ぼ
同
様
に
行
う
。

①
実
態
②
居
住
の
具
体

的
条
件
③
住
民
登
録
を
し
な

い
理
由
④
ご
み
処
理
⑤
軽
自

動
車
税
、
自
動
二
輪
税
は
。

①
本
町
の
基
地
外
居
住

者
２，

８
９
３
人
②
空
軍
は

兵
曹
か
ら
三
等
兵
ま
で
の
単

身
者
、
海
兵
隊
は
、
特
定
重

要
配
置
に
配
属
さ
れ
る
者
、

海
軍
は
給
与
が
上
等
水
兵
以

下
の
単
身
者
、
陸
軍
は
、
二

等
軍
曹
以
下
の
者
を
除
く
す

べ
て
の
軍
人
。
③
地
位
協
定

に
よ
る
④
事
業
系
の
一
般
廃

棄
物
で
収
集
⑤
課
税
台
数
は
、

４
４
１
台
で
合
計
課
税
額
は

７
０
万
３
千
５
０
０
円
。

促
進
す
る
考
え
は
。

男
女
の
区
別
な
く
登
用
。

開
催
の
計
画
は
。

本
町
が
音
楽
の
メ
ッ
カ

に
な
り
つ
つ
あ
り
、
音
楽
祭

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
調
査

研
究
す
る
。
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予
防
接
種
の
効
果
検
証

は
。

今
後
国
の
判
断
に
委
ね

た
い
。現

在
、
宮
古
島
市
が
実

施
し
て
い
る
現
状
は
。

11
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
の
期
間
、
小
学
生
延
べ
２

回
、
中
学
生
１
回
、
集
団
予

防
接
種
を
実
施
。
接
種
費
用

は
、
報
償
費
、
需
用
費
合
計

約
５
０
０
万
円
で
接
種
延
べ

人
数
は
小
学
生
４
千
９
１
７

名
、
中
学
生
１
千
７
５
名
。

子
ど
も
へ
の
助
成
は

国
や
関
係
機
関
の
動
向

に
よ
り
対
応
し
た
い
。

「
償
還
払
い
方
式
」
の

口
座
振
り
込
み
ま
で
の
期
間

は
。

最
短
で
２
か
月
。
受
診

か
ら
申
請
ま
で
の
期
間
が
長

い
と
そ
の
分
延
び
る
。

「
自
動
償
還
払
い
方
式
」

の
場
合
、
口
座
振
り
込
み
に

要
す
る
期
間
は
。

診
療
報
酬
等
の
審
査
支

払
い
請
求
を
行
っ
て
い
る
機

関
等
に
委
託
し
て
最
短
で
２

か
月
。宜

野
湾
市
が
今
月
か
ら

開
始
予
定
。
本
町
は
。

今
の
所
考
え
て
い
な
い
。

安
全
対
策
の
た
め
早
期

整
備
を
要
請
す
べ
き
と
考
え

る
が
。歩

道
整
備
が
不
十
分
で
、

仲地泰夫議員

子
育
て
支
援
政
策
は
 

乳
幼
児
医
療
費
の
給
付
方
法
の
 

「
償
還
払
い
方
式
」は
本
町
で
は
考
え
て
い
な
い

子
ど
も
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
公
的
助
成
は

乳
幼
児
医
療
費
の
給
付

方
法
は

県
道
24
号
線
の
電
線

地
中
化
は

全
国
学
力
テ
ス
ト
と
教
育

問
題
に
つ
い
て
問
う

女
性
幹
部
の
登
用
は

街
づ
く
り
の
一
環
で

音
楽
祭
を

基
地
外
に
居
住
す
る
米
軍
関
係

者
に
か
か
わ
る
問
題
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

問
う

中村重一議員

町
民
の
健
康
・
福
祉
の
増
進
と
子
育
て
支
援
は
 

総
合
的
、計
画
的
に
推
進
 

本町を音楽のメッカに（観光協会主催のストリートライブ）

↑



昭
和
58
年
以
来
こ
れ
ま

で
の
継
続
発
掘
調
査
の
状
況

は
。

平
成
13
年
ま
で
の
調
査

で
は
、
四
つ
の
連
郭
式
グ
ス

ク
が
判
明
し
、
国
の
補
助
を

受
け
丘
陵
の
南
側
を
調
査
し

た
。
14
年
以
降
は
、
桑
江
伊

平
地
区
内
の
発
掘
調
査
を
優

先
し
て
い
る
た
め
、
現
在
発

掘
は
休
止
中
。

返
還
に
向
け
具
体
的
な

交
渉
は
。

北
谷
城
を
含
む
キ
ャ
ン

プ
瑞
慶
覧
の
返
還
に
つ
い
て

は
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
の
合
意
で
、

平
成
19
年
３
月
ま
で
に
返
還

面
積
や
区
域
及
び
時
期
を
明

示
す
る
予
定
が
遅
れ
て
い
る
。

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
等
と

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
返
還
は
国
道
58
号

沿
い
の
一
部
と
の
報
道
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

現
在
米
軍
と
の
交
渉
は
行
っ

て
い
な
い
。

北
谷
城
の
世
界
遺
産
へ

の
登
録
は
可
能
か
。

町
を
代
表
す
る
歴
史
的

な
文
化
遺
産
で
後
世
に
残
す

必
要
が
あ
り
、
今
後
、
調

査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

本
町
で
の
相
談
窓
口
は
、

ど
こ
か
。

経
済
振
興
課
。
毎
月
第

３
木
曜
日
午
前
10
時
か
ら

「
人
権
・
行
政
・
町
民
無
料

相
談
」
を
行
う
と
同
時
に
、

県
作
成
の
多
重
債
務
無
料
相

談
の
案
内
チ
ラ
シ
を
役
場
１

階
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
設
置

し
て
い
る
。

ト
ラ
ブ
ル
の
複
雑
多
様

化
の
中
で
、
消
費
者
教
育
の

実
施
予
定
は
。

県
が
、
那
覇
市
や
沖
縄

市
で
多
重
債
務
の
無
料
相
談

会
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
関
連
情
報
を
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
町
民
に
広
く

伝
達
し
て
い
き
た
い
。

相
談
者
が
低
年
齢
化
す

る
中
、
小
中
学
校
の
総
合
学

習
で
教
育
し
た
ら
ど
う
か
。

小
学
校
で
金
銭
教
育
、

中
学
校
で
マ
ル
チ
商
法
や
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
等
適
切

に
指
導
し
て
い
る
。

本
町
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
抑
制
の
具
体

的
数
値
目
標
は
。

町
で
は
、
20

年
度
策
定
予
定
の

「
地
方
公
共
団
体

実
行
計
画
」
の
中

で
、
削
減
量
の
数

値
目
標
を
、
前
年

比
６
％
で
取
り
組

み
た
い
。

家
庭
や
事
業

所
へ
の
広
報
活
動

の
予
定
は
。

冷
暖
房
の
温
度
設
定
や

節
電
等
の
事
例
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
広
報
紙
で
紹
介
し
、

次
年
度
は
一
層
の
取
り
組
み

を
促
す
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
看
板
の
設
置
等
を
予
定
。

事
業
所
向
け
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
働
き
か
け
た
い
。

温
暖
化
対
策
条
例
を
制

定
す
る
予
定
は
。

地
球
温
暖
化
防
止
は
行

政
・
住
民
等
が
意
識
し
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
、
条
例

の
策
定
は
、
今
後
検
討
を
深

め
た
い
。
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変
圧
器
な
ど
の
地
上
機
器
の

設
置
ス
ペ
ー
ス
等
の
問
題
が

あ
り
、
調
査
研
究
を
し
た
上

で
判
断
し
た
い
。

本
町
の
認
可
外
保
育
園

に
通
う
子
ど
も
の
割
合
は

約
２
７
５
名
。
公
立
認

可
保
育
園
の
入
所
児
童
数
は

５
９
３
名
と
な
っ
て
お
り
、

約
30
％
。

給
食
費
の
助
成
実
施
は
。

沖
縄
県
の
補
助
金
が
確

定
次
第
実
施
し
た
い
。

レ
ジ
袋
の
有
料
化
は
。

県
と
連
携
を
深
め
な
が

ら
関
係
店
舗
に
働
き
か
け
た

い
。

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
は
。

平
成
17
年
度
に
男
女
共

同
参
画
行
政
の
一
貫
と
し
て

マ
イ
バ
ッ
ク
の
取
り
組
み
が

あ
る
。
平
成
18
年
２
月
開
催

の
北
谷
ニ
ラ
イ
ま
つ
り
に
お

い
て
も
マ
イ
バ
ッ
ク
プ
リ
ン

ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
表

彰
や
販
売
を
行
う
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
み
減
量
温
暖

化
防
止
対
策
と
し
て
マ

イ
バ
ッ
ク
利
用
を
呼
び

か
け
る
。

那
覇
市
の
実
証
実

験
結
果
を
受
け
て
本
町

の
考
え
は
。

町
内
の
大
型
店
舗

と
５
月
か
ら
の
レ
ジ
袋

有
料
化
及
び
マ
イ
バ
ッ

ク
持
参
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
連
携
し
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を
図

り
た
い
。

認
可
外
保
育
園
へ
の
給
食

費
の
助
成
は

改
正
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
と
消
費
者
の
役
割
は

屋敷内に立つ電柱

目取眞肇議員

北
谷
城
の
歴
史
的
価
値
に
つ
い
て
 

世
界
遺
産
と
し
て
残
す
べ
き
 

多
重
債
務
の
問
題
及
び

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

町を代表する文化遺産（北谷城）

↑
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意
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要
望
は
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ち
ら
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編

集

後

記

 

議
会
広
報
委
員
会
は
新
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
て
第
45
号
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
わ
ず
か
で
広
報
部

門
、
写
真
部
門
で
の
ダ
ブ
ル
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
の
様

子
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
よ

り
早
く
、
正
確
に
伝
わ
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
精
一
杯
、
広
報

委
員
６
人
が
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
し
て

喜
び
に
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
町
民
の
御
意
見
や
歴

代
先
輩
方
の
ご
指
導
の
お
か
げ

だ
と
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

私
達
広
報
委
員
会
は
、
今
回

の
受
賞
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

町
民
と
議
会
の
か
け
橋
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
助
言
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
長
・
仲
　
地
　
泰
　
夫

北
谷
町
の
地
域
活
性
化
の
土
台
づ
く
り
か
ら 

ア
ジ
ア
一
の
観
光
拠
点
を
目
指
し
て 

北
谷
町
漁
業
協
同
組
合 

代
表
理
事
組
合
長
　

座
喜
味
　
盛
　
康 

声 
読者からの声 

      

　
近
年
の
水
産
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
水
産
資
源
の
減
少
や

燃
料
の
高
騰
な
ど
、
厳
し
い
状

況
下
に
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
応

し
た
的
確
な
施
策
の
展
開
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
環
境
の
中
、
北
谷
漁
協
で

は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
整
備
事

業
と
同
時
進
行
で
振
興
計
画
を

策
定
し
、
水
産
振
興
及
び
地
域

活
性
化
、
北
谷
海
域
の
環
境
保

全
を
中
心
と
し
た
海
業
の
共
存

共
栄
を
図
っ
た
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
、
北
谷
で
は
地
元
の
方
々

の
雇
用
環
境
改
善
や
雇
用
拡
大
、

地
域
資
源
を
活
か
し
安
定
し
た

地
場
産
業
の
確
立
等
、
地
域
の

掘
り
起
こ
し
を
重
点
に
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
を

中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
一
の
観
光

拠
点
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
波
及

効
果
が
町
全
体
に
行
き
渡
る
よ

う
地
域
全
体
が
一
丸
と
な
り
そ

の
実
現
へ
向
け
て
取
り
組
む
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

ちゃたん町議会だより二冠に輝く。 ちゃたん町議会だより二冠に輝く。 
　
第
十
二
回
県
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査

が
二
月
十
三
日
に
行
わ
れ

「
ち
ゃ
た
ん
町
議
会
だ
よ

り
」
46
号
が
広
報
部
門
の

最
優
秀
賞
、
写
真
表
彰
部

門
に
選
ば
れ
二
冠
に
輝
い

た
。
選
出
理
由
と
し
て
町

の
重
点
事
業
を
特
集
し
た

ほ
か
、
一
般
質
問
や
読
者

か
ら
の
声
を
う
ま
く
ま
と

め
、
読
者
を
引
き
付
け
る

紙
面
に
な
っ
た
。
表
紙
の

写
真
部
門
も
町
内
マ
ラ
ソ

ン
大
会
で
元
気
に
ス
タ
ー

ト
す
る
児
童
・

生
徒
の
生
き

生
き
と
し
た

表
情
を
と
ら

え
た
と
し
て

「
ち
ゃ
た
ん

町
議
会
だ
よ

り
」
が
選
出

さ
れ
た
。 

 


